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図書室 

 

 

体育館 

 

 

本棚の転倒 

 

 

本棚から離れ、

机下に隠れる。 

 

 
階段からの 
転落 

 

 

手すりに掴ま

りしゃがむ。 

 

 

薬品棚の転倒 

中 心 に 集 ま

り、身を守る。 

音楽室 

 

 

理科室 

 

 

照明設備の 
落下 

 

 
薬品棚から

離れる。 

家庭科室 

 

 

ガス漏れに
よる引火 

 

 

出火現場から離

れる。 

 

 

（指導上のポイント） 

◆地震発生時の初期対応として｢落

ちてこない・倒れてこない・移動し

てこない｣場所を見つけ出してすば

やく身を寄せ、適切な方法で自分の

命を守ることを指導する。 

◆休み時間等のさまざまな時間帯

を想定した危険回避行動について

も考えさせる。 

◆津波による被害が予想される学

校や第 1次避難場所が危険な場合

は、第 2 次避難場所への避難が必要

になる場合があることを指導する。 

 
階段 

 

 
ピアノの横
すべり 

 

 

ピアノから

離れる。 

 

 

《参考》 

○学校で考えられる危険と回避方法 

【教室】照明器具の落下、割れた窓ガラ

スの破片の飛散・降りかかり・床への

散乱、天井や壁の部材の剥離、本棚・

ロッカーの上の荷物の落下、本棚・ロ

ッカーの転倒、掲示板の落下、エアコ

ン・時計・放送機器の落下など 

⇒机の下に隠れ、両手で机の脚をしっ

かり持つ。 

【図書室】本棚の上の方にある図書等の

落下、本棚の転倒 

⇒すぐに本棚から離れ、テーブルの下

にもぐる。テーブルまでたどり着け

ない場合は、持っている本・雑誌な

どで頭を守る。 

【校舎のそば・運動場】窓ガラスの破損

と破片の落下、外壁材の剥落、運動用

具・遊具の損壊、銅像倒壊 

⇒サッカーゴールなどの体育器具や校

舎から遠ざかり、中央に集まる。 

「１  学校で大地震が起こったら」 

学習のねらい：１．自分が通っている学校で、どのような危険が起こるかを理解できる。 

２．校内の場所に応じて、適切な危険回避の方法を理解できる。 

３．避難時に注意すべきことを理解できる。 

（次年度以降の展開例） 

・ 学校の見取り図を用意し、自分がいる学校で、

どのような危険が発生し、どのように危険を回

避するかを考えさせる。 

などが考えられる。 

 

（議論のポイント） 

・ 県立学校の耐震化率は 100％・非構造部材（外壁、天井等）20％

弱(H27 年 4 月時点)、教室・廊下・体育館の天井や照明、校内

の本棚・ロッカー等の具体的な危険箇所を把握。など 
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・割れた窓ガラスの破片を踏むことによるけが。 

・「お・は・し・も」を守る。 

 

 

（違った点）運動場までたどり着くのに時間を要した。など 

（覚えておくべき点） 

・実際の地震では窓ガラスが割れるなど被害が予想される。など 

（指導上のポイント） 

◆地震はいつ、どこで起こるか分か

らないので、自分たちの教室以外の

場所での避難ルートについても考え

させる。 

◆「お・は・し・も」を指導する。 

◆「はしらない」は、廊下、階段で

のけがを防ぐためのものであり（校

舎内）、外へ避難したら走る場合もあ

る。 

◆「津波が来そうなら、急いで高い

場所へ避難する」とあるが、各市町

に津波からの避難先を確認するな

ど、地域の実態に合わせて指導する。 

◆津波が来る恐れがある学校では、

どの程度時間の余裕があるかを確認

する。 

◆よい天候や昼真の時間だけでな

く、例えば雨の日や夜間に避難する

場合はどうすればいいかを考えさせ

る。 

 

例）玄関 

 

 

（指導上のポイント） 

◆まずは周囲の大人に知らせることや、１１９番通報することを指

導する。 

◆ＡＥＤのある場所を知っておくことで大切な人の命を救えるこ

とを指導する。 

例）西階段を下り、昇降口から運動場へ避難する。 

 

５ 

生徒同士で避難訓練を企画する。窓ガラス飛散防止フィルム

を貼るお金を学校に要望する。避難指示標識を立てる。など 

《参考》学校で考えられる危険と回避方法 

【廊下】掲示板の落下、防火扉の損壊 

⇒頭をカバンや本、手で守る。照明、窓ガラス、ドアからなるべく離れる。 

【階段】階段からの転落 

⇒階段では手すりにつかまり、揺れがおさまったら安全を確認しながら降りる。 

【昇降口】下駄箱の転倒 

⇒下駄箱から離れる。あわてて外に出ない。 

【音楽室】ピアノの横滑り、楽器の転倒 

⇒ピアノ、戸棚などから離れる。 

【家庭科室】食器棚の転倒、包丁・食器などの落下と破損・破片の飛散、ガス漏れ 

⇒包丁や皿などが落ちてくることを考え、頭を守る。 

【理科室】薬品棚の転倒、実験中の器材の破損・液体の飛散・引火 

⇒薬品棚から離れる。揺れがおさまってから火を消す。 

 

（確認） 

学校における危険に

対して、適切な回避行

動を取れば、けがを防

ぎ、避難できることを

理解できたか。 

 

（指導上のポイント） 

◆避難訓練を実際に行うことで、想

定どおりにいかないことを気づかせ

る。また、いざという時に確実に身

を守れるよう真剣に取り組ませる。 

◆災害時に直面するさまざまな課題

に対して、大人の指示を待つのでは

なく、生徒自らが解決していくこと

が重要であることを指導する。 


